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自己紹介

• 2002年～森林総合研究所
• 2019年～「森林サービス産業」エビデンス専門部会 委員
• 2021年～「森林サービス産業検討委員会」（健康分野）委員
• 2022年～森林管理研究領域 チーム長（森林空間利用推進担当）
• 東京大学（2014年～）・筑波大学（2015年～）非常勤講師
• NPO法人ジャパン・フォレスト・フォーラム 顧問（2014年～）

□キャッチコピー
森林空間利用の研究者。心理学的なアプローチから
快適・健康・幸福をキーワードに“もり”と“ひと”を繋ぎます。

1972年生・埼玉県出身
東京大学大学院・人間総合科学大学大学院 修了
Doctors：博士（農学）×博士（心身健康科学）
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本日の流れ

１）森林空間利用：森林浴から森林セラピーへ

２）「森林サービス産業」の誕生

３）社会実装の状況

※「森林サービス産業」のうち主に健康分野の取り組みについてお話いたします。 3



１）森林空間利用：これまでの森林空間利用について

1970年

1980年

1990年

2000年

2010年

2020年

高度経済成長期
（1955年～）

低成長期
（1991年～）

（環境重視の
森林政策）

（田園回帰）

1960年

1950年

安定成長期
（1971年～）

バブル期
（1987年～）

成熟期
（2007年～）

各種施策等

2007年 観光立国推進法
2007年  ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ法

1987年 リゾート法
（国有林等でのｽｷｰ場・ｺﾞﾙﾌ場・
温泉・高級ﾎﾃﾙ・ﾘｿﾞｰﾄﾏﾝｼｮﾝ等）

1957年 自然公園法
1958年 青少年の家
1961年 国民休暇村
1969年 自然休養林

1972年 列島改造論
（ゴルフ場・別荘地）

1982年 森林浴
（森林公園・県民の森等）

1995年 ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ法
2001年 森林・林業基本法
（教育・健康・交流等の拡がり）

コンテンツの例

ｽｷｰ・ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞの台頭
ﾘｿﾞｰﾄ地でｽﾎﾟｰﾂ・保養等

団体旅行・温泉や、
愛好者による登山・キャンプ

・スキー等

個人旅行での温泉・登山
・ｷｬﾝﾌﾟ・ｽｷｰ等に拡がり
ｺﾞﾙﾌ・別荘地での滞在・
ｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ等の台頭

森林環境教育・ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ
・2004年 森林ｾﾗﾋﾟｰ等の台頭

田園回帰・自然志向の高まり、
ﾌｫﾚｽﾄ･ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰ・野外ﾌｪｽ・
山ｶﾞｰﾙ・ｸﾞﾗﾝﾋﾟﾝｸﾞ・森ﾖｶﾞ等の
新たなｿﾌﾄ（体験）・ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ
を重視したｺﾝﾃﾝﾂが多様化

2019年 森林ｻｰﾋﾞｽ産業 提唱

4※木俣氏（さとゆめ）の整理を引用



１）森林空間利用：森林浴から「森林サービス産業」への流れ

時期・用語 特 徴

1982年～
「森林浴」

 リラックス効果がある「フィトンチット」を含む森林の物理的特性に着目
 全国の「自然休養林」「森林総合利用施設（森林公園・市民の森等）」等としてフィールド整

備・活用を促進
 林野庁・関係団体等が推進
 森林浴の森「日本100選」（全国に100か所・1986年～）

2004年～
「森林セラピー」

 測定機器等の発展を踏まえて、森林への滞在・歩行の心理・生理的エビデンス取得を促進。
 既存施設等を「森林セラピー基地」「セラピーロード」として認定
 林野庁・関係団体等が推進し、研究会では厚生労働省と連携
 エビデンス取得・実践では、医学系研究者等を中心に連携
 森林セラピー基地・ロード（全国に64か所・2005年～）

概念誕生

科学的効
果の検証

※木俣氏（さとゆめ）の整理を一部改変 5



１）森林空間利用：森林セラピー関係研究（メンタルヘルス系）の論文数と引用

図 研究の論文数と引用の数 Wan R, et al.(2024) Progress and Prospects of Research on the Impact of 
Forest Therapy on Mental Health: A Bibliometric Analysis. Forests.; 15(6):1013. 

日本で独自 世界に広がる コロナ禍・後
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１）森林空間利用：森林セラピー研究の広がり方・世界語となったShinrin-yoku

Wan R, et al.(2024) Progress and Prospects of Research on the 
Impact of Forest Therapy on Mental Health: A Bibliometric 
Analysis. Forests.; 15(6):1013. 

Shinrin-yokuが世界語に！
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※Doimoら（2020）を参考に作成 8

１）森林空間利用：世界で拡がる森林セラピーのエビデンスの蓄積



手ぶら
バーベキュー

森カフェ
登山

キャンプ

新たな
森林空間利用
コンテンツ

グランピング
女子キャンプ

山ガール
低山ハイキング

散策・探勝

ファッション性
の高いウェア・
ギア等の開発
で市場拡大

野外遊具

新たな機器等の
整備・ソフトの充
実により、新た
な市場創出

野外炊事

森林セラピー

フォレスト・
アドベンチャー

森林内研修

野外フェス
野外芸術祭

森のようちえん
森のﾌﾟﾚｰﾊﾟｰｸ

森ヨガ

カフェ

室内ｺﾝｻｰﾄ
展示会

セミナー

ヨガ
（スタジオ）

都市等で行わ
れていた活動が、
自然志向の高ま
り等を背景に森
林等を舞台にし
た展開が拡がり
新たな市場創出

ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ
・託児所

既存の森林内での取組 都市施設の取組（新たなメニュー拡充）
（新たな誘客促進

＋
 新たな担い手開拓）

散策・探勝 森林セラピー

キャンプ グランピング

野外フェス 室内ｺﾝｻｰﾄ

森の
ようちえん

室内
ｷｯｽﾞｽﾍﾟｰｽ

イメージ イメージ

２）「森林サービス産業」の誕生：新たな『森林空間利用』の取組の拡がり
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○ これまで登山やキャンプ、野外活動等の愛好者が中心だったアクティビティが、近年は、オシャレでエンターテイメント性を高めた、山ガール、グランピング、フォレスト・アドベンチャー等として拡がりを見せるとともに、これまで都市の人工的な環境で実施されていたコンサート、託児所、ヨガ等が、自然志向が高まる中で、優れた自然環境の中で行う野外フェス、森のようちえん、森ヨガなどとして拡がりをみせています。



２）「森林サービス産業」の誕生：日常生活での森林空間利用について

（問）日常の生活の中で、森林でどのようなことを行いたいですか（いくつでも）。

(ア) 森林の中で自然を活用した保育・幼児教育

(イ) 森林に囲まれた環境にあるオフィスでの仕事

(ウ) 企業や団体が行う森林の中での研修への参加

(エ) 企業や団体が行う森林の中での社会貢献活動への参加

(オ) 心身の健康づくりのため森林内の散策やウォーキング

(カ) 森林の中でのランニングや自転車による走行

(キ) 森林の中でのヨガや瞑想

(ク) 森林の中での音楽鑑賞及び芸術鑑賞などの文化的活動

(ケ) 特にない

（出典）内閣府「森林と生活に関する世論調査」（令和元年10月調査）

60％

8％

10％

21％

27％

23％

11％

11％

1位

2位

3位

19％

健康分野をはじめ「森林空間の日常利用」に対するニーズは高い 10



図 「森林サービス産業」の可能性

２）「森林サービス産業」の誕生：森林空間利用×産業＝「森林サービス産業」の可能性

（出典）季刊森林総研（60）、2023
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キャンプ 登山

自然探勝

山や森林に関心のある個人
やグループなどが非日常を
楽しむものが主体

経済波及効果が限定的 山村地域に新たな雇用と収入機会を創出

これまでの森林空間利用

幼児期から老年期に至るライフステージ毎に、ワーク（仕事・学業
等）とライフ（生活・余暇等）のシーンに合わせて森林空間を活用

山村地域での周辺サービス
宿泊 飲食

様
々
な
業
界
を
巻
き
込
ん
だ
森
林
空
間
利
用

セラピー・ヨガ クアオルト

健 康

社員研修ワーケーション

企 業 経 営

自然保育 自然体験教育旅行

教 育

○ 企業の社員やその家族向けに、森林
セラピー等を活用したプログラムや
サービスを提供

○ 社員研修・テレワーク導入企業向け
に、森林での研修プログラムを提供

○ 子ども向けや家族向けに、森林空間
を活用した教育サービスを提供

ガイド等による良質なサービス

新たな森林空間利用「森林サービス産業」の提案

２）「森林サービス産業」の誕生：「森林サービス産業」の提案

これまでのハード整備が中心で、公共サービスとしてのプログラムが中心であった「森林総合利用」を、
健康・教育・観光等の領域に対応させ、関連分野の課題解決に貢献する良質なサービスとして成熟させ
て「サービス産業化」を促進
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２）「森林サービス産業」の誕生：森林空間利用に関わる代表的なエビデンス（2019年度の時点）

※令和元年度「森林サービス産業」検討委員会報告書より引用

分野 測定指標 代表的なエビデンス【エビデンスレベル】

心
と
身
体
の
健
康
づ
く
り

循環器系
●森林での過ごし方に関わらず、血圧降下効果や脈拍減少効果が期待できる【Ⅰ】
〇森林浴が慢性心不全患者の補助療法として有用である可能性【Ⅱ】
〇森林歩行で動脈硬化指標や呼吸機能が有意に向上【Ⅱ】

自律神経系 ●森林では、座観によってリラックス効果が高まった【Ⅲ】
〇森林で過ごすことによって、慢性広範囲疼痛患者のリラックス効果を確認【Ⅲ】

免疫系 〇竹林で３日間過ごすことで、免疫力が上昇【Ⅱ】
内分泌系 〇森林浴によってコルチゾール（ストレスホルモン）レベルが短期間低下【Ⅰ】

脳神経系 〇竹林を歩行中の脳波では、リラックスし注意度が高まった【Ⅲ】
〇森林を眺めることによって、リラックス効果を確認【Ⅲ】

炎症反応・酸化ストレ
ス

〇森林浴によって、一部の酸化ストレスマーカーが減少【Ⅱ】
〇森林浴によって、一部の炎症性サイトカインが減少【Ⅲ】

その他の身体反応 〇緑地で過ごすことにより心血管疾患や糖尿病、脂質異常、喘息などの発生率が減り、健康上の利点が得
られることが示されたが、研究の質が低い論文もあり、慎重に解釈する必要がある。【Ⅰ】

気分の改善効果 ●森林浴において森林風景の存在が気分の改善効果等に重要な影響を与える【Ⅲ】
感情の改善効果 ●森林滞在後にネガティブな感情が低下し、ポジティブな感情が上昇【Ⅲ】
心理状態の回復 ○森林での滞在後に心理状態が回復し、それは冬季の森林浴であっても有益【Ⅲ】

気分障害・不安障害 ○森林浴を認知行動療法の一環に用いることで大うつ病患者の気分等が改善【Ⅱ】
○短期間の森林環境における滞在は疲労障害の改善に有益である可能性【Ⅲ】

健康感・回復感等 ○認知行動療法を用いた森林浴プログラムを実施したことで幸福感(QOL)が上昇【Ⅲ】
社員研修 ○自然環境での冒険教育プログラムは若者の精神的健康を促進【Ⅱ】

ワーケーション等 ○自然環境で過ごすことにより創造性が改善【Ⅱ】
●自然環境において都内オフィスよりもクレペリンテストの平均回答数が高まる【Ⅲ】

13※●国内の研究、〇海外の研究



２）「森林サービス産業」の誕生：「森林サービス産業」モデル事業（令和２～４年度）

専
門
性
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
持
っ
た
ガ
イ
ド

森林体験サービス

スポーツ

マウンテンバイク

観 光

エコツアー

美 容

森ヨガ・アロマ

教 育

自然保育

健 康

森林セラピー

アクティビティ

ジップライン
周辺サービス

宿泊・ﾜｰｸｽﾍﾟｰｽ 飲 食

企
業
・
保
険
者

教
育
・
保
育

営 業

データ分析

データ取得

エビデンス
の構築

客観的
な効果

協定締結

送 客
※無関心層を含む

B to B

一

般

プロモーション等

関心層

B to C

○ 令和２～４年度に林野庁補助事業により、「森林サービス産業」モデル地域（健康経営）が選定（13箇所）。
○ モデル地域では、プログラム開発・エビデンス取得・企業等へのプロ―ション等を支援。（ 内）
○ 多様なウエアラブルデバイスを活用して、健康経営目線のエビデンスを蓄積。

快適な森林空間
森林所有者等による整備
案内板、階段、木道の整備

サイトや展望の確保

（資料）林野庁資料を加筆

睡眠センサシステムマインドスケール シャオミ Band4 カシオ My Beat感性アナライザ
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①猪之頭湧水巡り E-Bike ツアー

②ハーブウォーターづくり                                    ③ヘルスセミナー

④早朝ご来光＆リラックスウォーク   ⑥里山テントサウナ

⑤源流ウォーク＆お気に入りの森でのマインドフルネス   ⑦日常の計画づくり

２）「森林サービス産業」の誕生：
モデル地域におけるプログラム開発・エビデンス取得事例（富士宮市の場合）

実施日：2021年12/4（土）～5（日）
参加者：企業・行政等の健康担当、

産業保健スタッフ等（12名）
プログラム：
【１日目】
〇開会＆アイスブレイク
①猪之頭湧水巡り E-Bike ツアー
②ハーブウォーターづくり
〇夕食（富士山ヘルシー弁当）
③ヘルスセミナー
「自然を生かした予防健康づくり」
（山本竜隆氏／朝霧高原診療所）

〇焚火カフェ
【２日目】
④早朝ご来光＆リラックスウォーク
〇朝食
⑤A／源流ウォーク＆マインドフルネス
⑥B／里山テントサウナ
〇ヘルシーランチ
⑦ふりかえり&日常の行動計画づくり
〇ディスカッション
〇クロージング

モニターツアーの概要

○ 富士山の森と水の恵みを活かした体験・学習・ワークショップを通じて、行動変容に繋がるプログラムの開発等を目指す。
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２）「森林サービス産業」の誕生：
モデル地域におけるエビデンス結果（富士宮市の場合）

実 施 日：12/4（土）～5（日）
参 加 者：首都圏及び市内外企業及び行政の健康分野担当の職員、

産業保健スタッフ等（12名）
測 定 時 期：生理測定／カシオ デバイス装着（12/2～1/6）

   心理測定／スマートフォン回答（12/2～2/6）
測 定 手 法：ROS、POMS２、SWLS、OCS（職業ｺﾐｯﾄﾒﾝﾄ尺度）、

ｱﾃﾈ不眠尺度、心拍数、交感/副交感神経活動、睡眠の質

モニターツアーの概要

ROS（主観的回復感）
ツアー前後で【主観的
回復感】が有意に改善
し、１ヶ月後も効果が
継続した。

POMS2（気分プロフィール）

ツ ア ー 前 後 で 【 怒
り】､【混乱】､【疲
労】､【緊張】が有意
に改善し、１ヶ月後も
継続した。

アテネ不眠尺度
ツアー前後で【主観的
な不眠状態】の得点が
改善する傾向にあった
（有意差はなし）。

SWLS（人生満足度尺度：Well-being）
ツアー前後で【人生満
足度】の得点は増加す
る傾向にあった（有意
差はなし）。

LF/HF（交感神経活動）
ツアー中より、【交感
神経活動】が低下傾向
になり、ツアー終了１
週間後まで有意に低い
状態が維持された。

カシオ

20.9

33.5

26.5

15

25

35
実施前
ツアー中
1ヶ月後

** ＊＊：p<0.01
  †：p<0.1†

50.4 
52.5 

49.8 50.9 

38.0 
41.0 

36.2 37.4 

42.5 
46.0 

42.5 41.7 

35

45

55

怒り 混乱 疲労 緊張 ■ツアー前 ■ツアー直後 ■１ヶ月後

**
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24
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0

1
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0.04 

-0.29 

-0.48 -0.6

-0.4

-0.2

0

0.2

* ■ツアー前 ■ツアー中 ■１週間後＊：p<0.05

○ 主観的回復感やネガティブ感情、人生満足度や主観的な不眠状態が改善し、交感神経活動が低下傾向にあり、 １か月後にも
効果が持続

○ 初日は五感での実体験、講義・生理測定等で森林活用の意義を理解し、２日目には日常への持ち帰りを意識した導入体験・
活動計画づくり、終了後もアロマウォーター・写真送付等のフォローアップの仕組み等により、効果が持続したことが推察

（資料）林野庁資料を加筆 16



区分 測定指標 評価 評価の概要

精神心理的健
康及び
幸福感

POMS2（Profile of Mental Status 2）
自覚的健康状態（Visual Analog Scale 0-10）
主観的回復感（Restorative Outcome Scale日
本語版）

ポジティブ感情
の改善

• 多くの地域（８地域）でポジティブ感情が向上し、
1ヶ月（富士宮市）、6週間後（安芸太田町）、2ヶ
月（小海町・木曽町）持続した場合もあった

POMS2（Profile of Mental Status 2）
状態不安尺度（State-Trait Anxiety Inventory-
S）
抑うつ不安尺度（K6質問票）
脳波感性値

ネガティブ感情
の改善

• 多くの地域（９地域）でネガティブ感情が改善、
1ヶ月（富士宮市）・4か月後（宍粟市）まで持続。

• 波計からストレス度が改善（宍粟市）

人生満足度尺度（Satisfaction With Life 
Scale）

人生満足度
の改善

• 人生満足度が改善（飯山市）、１カ月後（富士宮
市）、２か月後（木曽町）も定着する可能性

自律神経の
バランス

自律神経バランス（LF/HF）
ＨＦ（副交感神経活動）

交感神経活動が
改善

• 交感神経活動が改善（智頭町・安芸太田町）、１週
間後まで効果が持続（富士宮市）

睡眠状態

アテネ不眠尺度（Athens Insomnia Scale）
生体センサ（睡眠時間、深睡眠割合）
セントマリー睡眠質問票

睡眠状態が改善
・深睡眠が増加

• 主観的な睡眠状態が改善（上松町）、３週間後（多
可町）、１ヶ月後（富士宮市）、２か月後（木曽
町・飯山市）まで効果が持続する可能性

• 生体センサで深睡眠割合が改善（上松町・白川村・
木曽町）、２か月後も持続する可能性（白川村）

生産性
内田クレペリン検査
職業コミットメント尺度（Occupational 
Commitment Scale）
脳波感性値

生産性の向上 • ツアー実施後に回答数が改善の可能性（小海町・富
士宮市）

• 脳波計から興味度が向上（宍粟市）

生活習慣
オリジナルの行動変容尺度 生活習慣が改善 • 運動・瞑想・自然訪問・リラックス・睡眠・食習慣

等がツアー後に改善し、３週間～４か月後まで持続
する可能性（小海町・飯山市・宍粟市・木曽町・多
可町）

２）「森林サービス産業」の誕生：
「森林サービス産業」モデル事業で得られたエビデンス（全国13地域）

（資料）林野庁資料をもとに作成 17



【コラボヘルスでの森林等を用いた「予防・健康づくり」の仕組みづくり】
事業者・
保険者等

（ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ不全）

コラボヘルスでの森林等を用いた「予防・健康づくり」
（多様な機会での気づき・動機付け支援と、習慣化・行動変容の促進）

（職場環境の悪化）

（生活習慣の悪化）

（過労・疲れ）

森林セラピー基地等と連携した多様な「予防・健康づくり」
（プログラム、効果測定、保健指導、事前事後サービス等の提供）

健康教室

      福利厚生（宿泊・体験の補助）

産業保健ｽﾀｯﾌ
・管理監督者
向け研修

社員研修・
ｵﾌｻｲﾄﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

※健康講座の実施

保健指導・
情報提供

（医師・専門職）

※青色：主に医療保険者が実施 ※黄色：主に事業主が実施

社員旅行

ワーケーション

【多様な従業員・加入者等の参加を促進する仕組み】

メンタルヘルスケア
（セルフケア・ラインケア）

生活習慣病予防
（保健指導、健康教室）

福利厚生
（情報提供、宿泊・体験への補助）

社員研修・ｵﾌｻｲﾄﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
（組織開発・職場環境改善等）

ﾜｰｹｰｼｮﾝ・CSR・社員旅行
（セルフケア・職場環境改善等）

多様な森林プログラム

事前事後
サービス

効果測定

（情報提供）

（セルフケア）

健康相談

CSR・CSV

２）「森林サービス産業」の誕生：
「森林サービス産業」モデル事業の成果（まとめ）

Ｂ Ｃ

Ｄ

G Ｈ

Ａ

ＦＥ

○ 企業の健康経営における「森林サービス産業」は、以下のようにコラボヘルスでの多様な施策での展開が想定
○ 「森林サービス産業」モデル地域のプログラムの志向性を概観すると、多様な嗜好性のプログラムが３年間で開発された。

令和３年度 ﾀｲﾌﾟ
長野県飯山市 Ｄ・G
静岡県富士宮市 Ｂ・Ｄ
兵庫県宍粟市 F・G

令和４年度 ﾀｲﾌﾟ
長野県木曽町 Ｄ・G
兵庫県多可町 Ａ・Ｄ

広島県安芸太田町 G・Ｈ

令和２年度 ﾀｲﾌﾟ

山形県上山市  D・F

長野県上松町 A・D

長野県小海町 H

長野県信濃町 G

令和２年度 ﾀｲﾌﾟ

岐阜県白川村 Ａ・C

和歌山県田辺市 Ｅ・H 

鳥取県智頭町 Ｃ

※木俣氏（さとゆめ）の整理を引用 18



出典：アベマTVの整理による

・少子高齢化の進展に伴って、国内全体が色々と元気がない！
⇒森林環境を使って、国民を癒し、幸福にできないか？
⇒地域経済に貢献できれば、移住者や関係人口を増やしていくことに繋がる
⇒「林業」か否かの選択ではなく、併存できる産業があれば貢献できそう
⇒「森林サービス産業」の社会実装が求められているのでは？（A:幸福度・自殺率）

20位／一人当たり

19

３）社会実装の状況：「森林サービス産業」の導入・実装にあたって

ブランド総研、2024

当道府県別の幸福度

各n=1,000,５段階評価



長野・岐阜
が熱い！

（資料）林野庁資料に加筆

３）社会実装の状況：「森林サービス産業」推進地域の分布（53地域）

20



３）社会実装の状況：長野県での「森林サービス産業」の実装・普及に向けた動き
～信濃毎日新聞創刊150周年記念広告特集「信州健康長寿研究室」（2023年７月５日）～

県が中心となり、
・各地で「オープンラボ」を開催
・創業・活動支援
・地域コーディネータの育成 など

※信濃毎日新聞 2023年７月５日朝刊 別冊「信州健康長寿研究室」p.24より引用 21



３）社会実装の状況：長野県での「森林サービス産業」の実装・普及に向けた動き

※森と草原のリトリートナビゲーター
養成講座HPより引用 22



例：医師会等が参加した「岐阜市クアオルト協議会」

「岐阜市のクアオルト施策（令和３年10月）」より引用
2024年１月９日岐阜新聞

３）社会実装の状況：岐阜県での「森林サービス産業」の実装・普及に向けた動き
～岐阜県では2024年度県下各地の森林が一体となり体験プログラムを提供する「ぎふ森の体験博覧会（もりはく）」を開催。
県全域で森林サービス産業をテーマにイベントを開くのは全国初の試み（秋の２か月間）～

岐阜県が中心となり152団体で
2023年に「ぎふ森のある暮らし
推進協議会」を設立。県内の
「森林サービス産業」の推進を
目指す動き官民で活発化。

同協議会と県が共催で県庁にて
「「森林サービス産業」特別セ
ミナー」が開催され、林野庁 青
山長官が「日本発祥の森林浴は
世界から注目されており、今後
は稼ぎや雇用を作っていくこと
が必要」と述べた。

⇒（具体的な取組）
森林空間や森林資源を活用した予防・健康づく
りの有効性を確認する。

23



３）社会実装の状況：岐阜県での「森林サービス産業」の実装・普及に向けた動き

※ぎふ森フェスHPより引用
https://gifu.visit-
town.com/shinrin/morifes/ 24



３）社会実装の状況：
「研究者側のサポート」

・地域社会の持続性をどのように担保していくか？

１）リーダーシップの確立とボトルネックの解消

２）地域関係者を主体とした風通しの良い組織化

３）複数の生業を上手く組み合わせた稼ぎ方・雇用
の増加(産業化)を担保する

⇒森林空間利用を産業化する方法の収集と共有

• 人をどうやって森林につれていくか？

１）地域や関係者による情報発信の増加

２）森林空間・地域でしかできない体験の提供

３）無関心層・無訪問層へのアプローチ

⇒人を森に連れてくる方法論の開発

※林業経済研究所主催（国土緑化推進機構助成シンポジウム）2023年９月29日開催 25



森林所有者による「森林サービス産業」推進事業

（一財）林業経済研究所＆（公社）国土緑化推進機構＆東京農工大学＆森林総合研究所

【問題意識】
■フィールドを提供し、受け皿となる森
林所有者を軸に、訪問者(利用者・愛好者)、
各種の事業者が、「森林サービス産業」
に参入していくに際しての可能性と課題
を整理・把握。

■最終的なアウトプットとして
「白書」を作成して、事業者等が「森林
サービス産業」を導入しやすくする

【調査対象】
■各種の先進的な取り組みの把握(所有者
&事業者)

■国土緑化推進機構 緑と水の森林ファ
ンド中央事業（R５年度～R7年度）

森林総合研究所 平野悠一郎氏作成資料より引用 26

３）社会実装の状況：「研究側のサポート」
森林空間利用を産業化する方法の収集と共有



※森林総合研究所交付金プロジェクトⅠ資料から引用

27

〇

３）社会実装の状況：「研究側のサポート」
無関心層を取り込んだ森林空間利用促進のためのアウトリーチ手法の提案

⇒森林総研の研究者グループが人々を森に連れてくる方法論について真剣に研究しています。



東京23区民5,000人に調査した結果の一部

小田・高山ら（2024）

３）社会実装の状況：「研究側のサポート」

28



小田・高山ら（2024）

３）社会実装の状況：「研究側のサポート」

東京23区民5,000人に調査した結果の一部

29



おわりに
• 神奈川県：首都圏にあり、都心からのアクセスが非常によい。県内に横浜
市・川崎市・相模原市など大規模都市がある

• 都市住民の人々の癒しや健康に対するニーズが非常に高まっており、「異」
日常の回復環境として、さらなる利活用が期待できる

• 実は森林セラピー基地・ロードが５か所（秦野市、厚木市、山北町、箱根町、
大井町：実は長野県に続いて第２位）もあり、森林サービス産業推進地域１
か所ある（小田原市）ことから、県内にノウハウの蓄積がある

• 非常にポテンシャルの高い地域、県内の森林所有者・森林組合・林業関係者
の前向きな取り組みを期待したい

30
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